
年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（吉江・宮崎・久保木・長谷）

【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新編　数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数と式、二次関数、三角比についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数と式、二次関数、三角比を用
いて事象を数学化し、数学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
数と式、二次関数、三角比を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し発展的に考察する
力、数と式、二次関数、三角比の表現を用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

数と式、二次関数、三角比についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに、数と
式、二次関数、三角比を用いて事象を数学化し、数
学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に
付ける。

数と式、二次関数、三角比を活用して事象を論理的
に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認
識し発展的に考察する力、数と式、二次関数、三角
比の表現を用いて事象を的確に表現する力を身に付
ける。

２
学
期

2次関数⑶
【知識及び技能】
2次方程式・不等式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
2次方程式・不等式を正確に把握
し、適切に計算する。また、それら
の考えを様々な問題に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑶

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
2次方程式・不等式を理解できる。
【思考・判断・表現】
2次方程式・不等式を正確に把握し、適切に計
算することができている。また、２次不等式
を用いた様々な問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 20

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

定期考査
○ ○

【学びに向かう力、人間性等】
数と式、二次関数、三角比について、数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、二次関数、三角比について、数学の良さを
認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう
とする態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

因数分解

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
因数分解の考え方を用いて、計算することが
できる。
【思考・判断・表現】
因数分解の応用を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

数と式
【知識及び技能】
数と式の考え・記号を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数と式に関する記号を適切に使え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

数と式

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
数と式の考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
数と式に関する記号を適切に扱い、問題に取
り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 7

因数分解
【知識及び技能】
因数分解を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
因数分解を計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

1

平方根
【知識及び技能】
平方根について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
平方根を計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

平方根

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
平方根の記号を理解し、適切に使うことがで
きる。
【思考・判断・表現】
平方根について様々な計算することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○

9

定期考査
○ ○ 1

1次不等式
【知識及び技能】
1次不等式を理解し、計算する。
【思考力、判断力、表現力等】
1次不等式を用いて様々な問題を解
く。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

1次不等式

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
1次不等式の考え方を用いて、解くことができ
る。
【思考・判断・表現】
文章題を読み、一次不等式を用いて計算する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

○ 10

2次関数⑵
【知識及び技能】
２次関数の最大最小を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
２次関数の最大最小を適切に計算で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑵

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
２次関数の最大最小を理解できる。
【思考・判断・表現】
２次関数の最大最小を計算し、様々な問題に
活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

2次関数⑴
【知識及び技能】
放物線を理解し、２次関数のグラフ
を書く。
【思考力、判断力、表現力等】
２次関数を正確に把握し、適切に計
算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑴

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
放物線を理解し、２次関数のグラフを書くこ
とができる。
【思考・判断・表現】
平方完成を正確に把握し、適切に計算するこ
とができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○

1



正弦定理・余弦定理
【知識及び技能】
正弦定理・余弦定理の計算ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
図形をかくことで、辺や角度を求め
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

正弦定理・余弦定理

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
正弦定理・余弦定理を３考えることができ
る。
【思考・判断・表現】
図形をかくことで、辺や角度を求めることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇 10

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

2次関数⑶
【知識及び技能】
2次方程式・不等式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
2次方程式・不等式を正確に把握
し、適切に計算する。また、それら
の考えを様々な問題に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

2次関数⑶

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
2次方程式・不等式を理解できる。
【思考・判断・表現】
2次方程式・不等式を正確に把握し、適切に計
算することができている。また、２次不等式
を用いた様々な問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 20

３
学
期

三角比
【知識及び技能】
三角比の性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学んだ三角比の性質を用いて、様々
な角度や辺の長さを計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

三角比

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
三角比の性質を理解している。
【思考・判断・表現】
三角比の性質を用いて、問題に取組み、角度
や辺の長さを計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇

定期考査

105

〇 10

データの分析
【知識及び技能】
データの分析に用いる記号を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々なグラフからデータを読み取
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

データの分析

教科書・問題集を用いて指導す
る。

データの分析
【知識及び技能】
データの分析に用いる記号を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
様々なグラフからデータを読み取ることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇

6

合計

○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（吉江・宮崎・久保木・長谷・大井・伊東）

２
学
期

確率（２）
【知識及び技能】
独立な試行の確率・反復試行の確
率・条件付確率など様々な確率を計
算する
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象に対して、どのように
計算したら良いかを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

確率（２）

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
様々な試行の確率を理解し、計算できる。
【思考・判断・表現】
文章を読みとり、その事象の確率を的確に判
断し、計算できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

場合の数と確率・図形の性質について、数学の良さ
を認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよ
うとする態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学A
数学 数学A 2

定期考査
○ ○

【学びに向かう力、人間性等】
場合の数と確率・図形の性質について、数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新編　数学A

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
場合の数と確率・図形の性質についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、場合の数と確率を用いて事象
を数学化し、数学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
場合の数と確率・図形の性質を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し発展的に考察する
力、場合の数と確率の表現を用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

場合の数と確率・図形の性質についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに、場合
の数と確率を用いて事象を数学化し、数学的に解釈
し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

場合の数と確率・図形の性質を活用して事象を論理
的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を
認識し発展的に考察する力、場合の数と確率の表現
を用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

4

配当
時数

１
学
期

集合
【知識及び技能】
集合の考え方、表し方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
集合に関する記号を適切に使える。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

集合

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
集合の考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
集合に関する記号を適切に扱い、問題に取り
組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 5

集合の要素の個数
【知識及び技能】
集合の要素の個数を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
集合の要素の個数を計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

1

場合の数
【知識及び技能】
樹形図・和の法則・積の法則につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
樹形図・和の法則・積の法則を用い
て場合の数を計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

場合の数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
樹形図・和の法則・積の法則を用いて、場合
の数を考えることができる。
【思考・判断・表現】
樹形図・和の法則・積の法則を用いて、場合
の数を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

順列
【知識及び技能】
順列・円順列・重複順列を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
順列・円順列・重複順列を計算す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

順列

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
順列・円順列・重複順列を用いて、順列を考
えることができる。
【思考・判断・表現】
順列・円順列・重複順列を用いて、順列を計
算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

集合の要素の個数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
集合の考え方を用いて、集合の要素の個数を
考えることができる。
【思考・判断・表現】
集合の要素の個数を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

○ 10

確率（１）
【知識及び技能】
確率の考え方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象に対して。確率の計算
をする。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

確率（１）

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
確率の考えを理解し、様々な事象の確率を計
算できる。
【思考・判断・表現】
文章を読みとり、その事象の確率を計算でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

組合せ
【知識及び技能】
組合せを理解し、様々な組み合わせ
の問題に対応できる。
【思考力、判断力、表現力等】
組合せと順列の違いを正確に把握
し、適切に計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

組合せ

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
組合せを理解し、様々な問題に対応できてい
る。
【思考・判断・表現】
組合せと順列の違いを正確に把握し、適切に
計算することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○

1

数学

定期考査
○ ○

7

定期考査
○ ○ 1



定期考査
○ ○ 1

２
学
期

確率（２）
【知識及び技能】
独立な試行の確率・反復試行の確
率・条件付確率など様々な確率を計
算する
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象に対して、どのように
計算したら良いかを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

確率（２）

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
様々な試行の確率を理解し、計算できる。
【思考・判断・表現】
文章を読みとり、その事象の確率を的確に判
断し、計算できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

３
学
期

平面図形
【知識及び技能】
様々な図形の性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学んだ図形の性質を用いて、様々な
角度や辺の長さを計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

平面図形

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
様々な図形の性質を理解している。
【思考・判断・表現】
学んだ図形の性質を用いて、問題に取組み、
角度や辺の長さを計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇

定期考査

70

数学と人間の活動
【知識及び技能】
様々な図形を３次元空間で考える。
【思考力、判断力、表現力等】
タブレットを用いて、空間図形を作
図する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

空間図形

教科書・タブレットを用いて指導
する。

【知識・技能】
様々な図形を３次元空間で考えることができ
る。
【思考・判断・表現】
タブレット端末を用いて、空間図形を作図で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇

5

合計

○ ○ 1

空間図形
【知識及び技能】
様々な図形を３次元空間で考える。
【思考力、判断力、表現力等】
タブレットを用いて、空間図形を作
図する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

空間図形

教科書・タブレットを用いて指導
する。

【知識・技能】
様々な図形を３次元空間で考えることができ
る。
【思考・判断・表現】
タブレット端末を用いて、空間図形を作図で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇 4

〇 8



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ 15

図形と方程式
【知識及び技能】
円の方程式を理解し、様々な問題に
対応できる。
【思考力、判断力、表現力等】
円の方程式を正確に把握し、適切に
計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

図形と方程式

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
円の方程式を理解できる。
【思考・判断・表現】
円の方程式を正確に把握し、適切に計算する
ことができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 15

図形と方程式
【知識及び技能】
直線を理解し、様々な問題に対応で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
直線の方程式を正確に把握し、適切
に計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

図形と方程式

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
直線を理解できる。
【思考・判断・表現】
直線を正確に把握し、適切に計算することが
できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○

1

15

定期考査
○ ○

15

定期考査
○ ○ 1

式と証明
【知識及び技能】
高次方程式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
高次方程式を計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

式と証明

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
高次方程式の考え方を用いて、解くことがで
きる。
【思考・判断・表現】
高次方程式の文章題を計算することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

態

三角関数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
三角関数の考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
三角関数に関する記号を適切に扱い、問題に
取り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 15

配当
時数

１
学
期

三角関数
【知識及び技能】
三角関数の考え方、表し方を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
三角関数に関する記号を適切に使え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

三角関数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
三角関数の考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
三角関数に関する記号を適切に扱い、問題に
取り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 15

三角関数
【知識及び技能】
三角関数の考え方、表し方を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
三角関数に関する記号を適切に使え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

1

式と証明
【知識及び技能】
整式の除法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
整式の除法を計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

式と証明

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
整式の除法を考えることができる。
【思考・判断・表現】
整式の除法を計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

定期考査
○ ○

【学びに向かう力、人間性等】
式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分積分法について、数学の良さを認識し積極的に数学を活用しよ
うとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとす
る態度を身に付ける。

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新編　数学Ⅱ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分積分法、についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに、式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分積分法を用いて事象を数学化し、数学的に解釈
し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分積分法を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他
の事象との関係を認識し発展的に考察する力、式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微分積分法の表現を
用いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対
数関数、微分積分法についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに、式と証明、
図形と方程式、三角関数、指数関数と対数関数、微
分積分法を用いて事象を数学化し、数学的に解釈
し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

多田・御園・宮崎・伊東・長谷・久保木

２
学
期

指数関数・対数関数
【知識及び技能】
指数関数・対数関数を理解し、様々
な問題に対応できる。
【思考力、判断力、表現力等】
指数関数・対数関数を正確に把握
し、適切に計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

指数関数・対数関数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
指数関数・対数関数を理解できる。
【思考・判断・表現】
指数関数・対数関数を正確に把握し、適切に
計算することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 20

式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対
数関数、微分積分法を活用して事象を論理的に考察
する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し発
展的に考察する力、式と証明、図形と方程式、三角
関数、指数関数と対数関数、微分積分法の表現を用
いて事象を的確に表現する力を身に付ける。

式と証明、図形と方程式、三角関数、指数関数と対
数関数、微分積分法について、数学の良さを認識し
積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考
え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問
題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする
態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思



〇 15

微分積分法
【知識及び技能】
積分法の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
積分法を用いて面積を求めることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

微分積分法

教科書・タブレットを用いて指導
する。

【知識・技能】
積分法を考えることができる。
【思考・判断・表現】
グラフをかくことで、面積を求めることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇 〇

10

合計

○ ○ 1
３
学
期

微分積分法
【知識及び技能】
微分法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学んだ微分法の性質を用いて、様々
な計算する。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

微分積分法

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
微分法を理解している。
【思考・判断・表現】
微分法を用いて、問題に取組み、計算するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇 〇

定期考査

140

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

指数関数・対数関数
【知識及び技能】
指数関数・対数関数を理解し、様々
な問題に対応できる。
【思考力、判断力、表現力等】
指数関数・対数関数を正確に把握
し、適切に計算できる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

指数関数・対数関数

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
指数関数・対数関数を理解できる。
【思考・判断・表現】
指数関数・対数関数を正確に把握し、適切に
計算することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 20
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　 1

教科・科目

担当者
８組

2単位

2学年

多田 御園 御園 御園 御園

対象学年

単位数
数学・数学Ｂ

〇〇〇 6思　記号を適切に使用し表現できる。
思　記号を適切に扱い問題に取り組めて

　　いる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

数列

知　考え方と表し方を理解できている。

いろいろな数列

知　考え、記号を理解している。

〇〇〇 6思　記号を適切に使用し表現できる。
思　記号を適切に扱い問題に取り組めて

　　いる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

中間考査

数列 等差数列

数列

知　考え方と表し方を理解できている。

和の記号

知　考え、記号を理解している。

〇〇〇 4

数列

知　考え方と表し方を理解できている。

等比数列

知　考え、記号を理解している。

〇〇〇 6

知　考え方と表し方を理解できている。

思　記号を適切に使用し表現できる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。

知　考え、記号を理解している。

思　記号を適切に扱い問題に取り組めて

　　いる。

態　真剣に授業に取り組んでいる。

思　記号を適切に使用し表現できる。
思　記号を適切に扱い問題に取り組めて

　　いる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

数列、統計的な推測、数学と社会生活に

ついて、数学の良さを認識し積極的に数

学を活用しようとする態度、粘り強く考

え数学的論拠に基づいて判断しようとす

る態度、問題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとする態度を身に付け

る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

数列、統計的な推測、数学と社会生活に

ついての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに、数列、統計的

な推測、数学と社会生活を用いて事象を

数学化し、数学的に解釈し、数学的に表

現・処理する技能を身に付ける。

数列、統計的な推測、数学と社会生活を

活用して事象を論理的に考察する力、事

象の本質や他の事象との関係を認識し発

展的に考察する力、数列、統計的な推

測、数学と社会生活の表現を用いて事象

を的確に表現する力を身に付ける。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

数列、統計的な推測、数学と社会生活に

ついて、数学の良さを認識し積極的に数

学を活用しようとする態度、粘り強く考

え数学的論拠に基づいて判断しようとす

る態度、問題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとする態度を身に付け

る。

数列、統計的な推測、数学と社会生活を

活用して事象を論理的に考察する力、事

象の本質や他の事象との関係を認識し発

展的に考察する力、数列、統計的な推

測、数学と社会生活の表現を用いて事象

を的確に表現する力を身に付ける。

数列、統計的な推測、数学と社会生活に

ついての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに、数列、統計的

な推測、数学と社会生活を用いて事象を

数学化し、数学的に解釈し、数学的に表

現・処理する技能を身に付ける。

新編　数学Ｂ　数研出版

補助教材

教科書

７組６組５組４組３組２組１組
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〇〇　 1

２学期

〇〇　 1

〇〇　 1

３学期

〇〇　 1

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

9

7思　信頼区間や検定ができる。 思　いろいろな推定ができる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

〇〇〇思　母集団から期待値などを計算する。 思　標本平均から推定ができる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

統計的な推測

知　いろいろな推定を理解している。

いろいろな推定

知　推定の方法、しくみを理解してい

る。

〇〇〇

期末考査

統計的な推測

知　標本平均について理解している。

標本平均を用いた推定

知　定義や表し方を理解している。

統計的な推測

知　分散・標準偏差の定義の理解。

分散・標準偏差

知　考え、記号を理解している。

〇〇〇 5思　分散・標準偏差の計算ができる。 思　分散・標準偏差の計算ができる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

〇〇〇 9思　期待値を求めることができる。 思　期待値の計算ができる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

中間考査

統計的な推測

知　確率分布と期待値の定義の理解。

確率分布と期待値

知　考え、記号を理解している。

数列

知　考え方と表し方を理解できている。

帰納法

知　考え、記号を理解している。

〇〇〇 5思　帰納法を用いて証明ができる。 思　記号を適切に扱い証明できる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

〇〇〇 8思　漸化式から一般項を求められる。
思　記号を適切に扱い問題に取り組めて

　　いる。

学　真剣に授業に取り組んでいる。 態　真剣に授業に取り組んでいる。

期末考査

数列

知　考え方と表し方を理解できている。

漸化式

知　考え、記号を理解している。



年間授業計画

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

多田

数学 演習数学
数学 演習数学 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
ベクトルと社会生活についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、ベクトルを用いて事象を数学化し、数
学的に解釈し、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルを活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し発展的に考察する力、ベクトルを用い
て事象を的確に表現する力を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
ベクトルについて、数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

演習数学

ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに、ベクトルを用いて事象を
数学化し、数学的に解釈し、数学的に表現・処理す
る技能を身に付ける。

ベクトルを活用して事象を論理的に考察する力、事
象の本質や他の事象との関係を認識し発展的に考察
する力、ベクトルを用いて事象を的確に表現する力
を身に付ける。

ベクトルについて、数学の良さを認識し積極的に数
学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過
程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に
付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

１
学
期

ベクトル
【知識及び技能】
ベクトルの考え方、表し方を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルに関する記号を適切に使え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

数列

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
ベクトルの考え、記号を理解している。
【思考・判断・表現】
ベクトルに関する記号を適切に扱い、問題に
取り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

1
定期考査

○ 12
２
学
期

ベクトルと平面図形
【知識・技能】
平面上のベクトルの考え方を理解す
る。
【思考・判断・表現】
ベクトルを用いて様々な平面上の図
形問題に取り組むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

数列

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
平面上のベクトルの考えを理解している。
【思考・判断・表現】
ベクトルを用いて様々な平面上の図形問題に
取り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

○ ○

○ ○

35

〇 〇 8

定期考査

合計

○ ○ 1

３
学
期

ベクトルと空間図形
【知識・技能】
空間上のベクトルの考え方を理解す
る。
【思考・判断・表現】
ベクトルを用いて様々な空間上の図
形問題に取り組むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
真剣に授業に取り組んでいる。

数列

教科書・問題集を用いて指導す
る。

【知識・技能】
空間上のベクトルの考えを理解している。
【思考・判断・表現】
ベクトルを用いて様々な空間上の図形問題に
取り組めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
真剣に授業に取り組んでいる。

〇
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　

〇〇　

数研出版　基本と演習のテーマ　数学Ⅲ

新編数学Ⅲ　(数研出版)

補助教材

教科書

W枠C枠

数学Ⅲの内容を学び、粘り強

く考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度、問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとする態度を

身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

数学Ⅲの分野を用いて事象を

数式化し、数学的に解釈し、

数学的に表現・処理する技能

を身に付ける。

数学Ⅲの発展的に考察する力

と、必要なものを判断する力

と、数学の式を用いて事象を

的確に表現する力を身に付け

る。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

数学について、数学の良さを

認識し積極的に数学を活用し

ようとする態度を身に付け、

問題を解決しようとする。

数学を活用して事象を論理的

に考察する力、事象の本質や

他の事象との関係を認識し、

表現できる力を身に付ける。

数学についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解

するし、活用できるようにな

る。

〇〇〇 12

極限

知　極限を扱えるようになる
数列の極限、無限等比数

列、無限級数、関数の極

限

導関数

知　極限を扱うことが出来る

〇〇〇 18

知　関数を扱えるようになる

思　関数を考え、表現する

学　関数を用いて課題を解決する

知　関数を扱うことが出来る

思　関数を表現することが出来る

態　関数を用いて課題を解決出来る

思　極限を考え、表現する 思　極限を表現することが出来る

学　極限を用いて課題を解決する 態　極限を用いて課題を解決出来る

中間考査

関数
分数関数、無理関数、逆

関数と合成関数

微分法

知　微分法を扱えるようになる

いろいろな関数の導関数

知　微分法を扱うことが出来る

18思　微分法を考え、表現する 思　微分法を表現することが出来る

学　微分法を用いて課題を解決する 態　微分法を用いて課題を解決出来る

微分法の応用

知　グラフを扱えるようになる

導関数の応用・いろいろ

な応用

知　グラフを扱うことが出来る

〇〇〇 20思　グラフを考え、表現する 思　グラフを表現することが出来る

学　グラフを用いて課題を解決する 態　グラフを用いて課題を解決出来る

期末考査

〇〇〇

教科・科目

担当者

4単位

3学年

大井晃史 大井晃史

対象学年

単位数

数学　・　数学Ⅲ



R6_年間単元計画_数学_数学Ⅲ.xlsx　年間授業計画 2／2

２学期

〇〇　

〇〇　

３学期

〇〇　

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

積分法

知　積分法を扱えるようになる

不定積分

知　積分法を扱うことが出来る

〇〇〇 16思　積分法を考え、表現する 思　積分法を表現することが出来る

学　積分法を用いて課題を解決する 態　積分法を用いて課題を解決出来る

〇〇〇 16思　積分法を考え、表現する 思　積分法を表現することが出来る

学　積分法を用いて課題を解決する 態　積分法を用いて課題を解決出来る

中間考査

積分法と

その応用

知　積分法を扱えるようになる

積分法の応用

知　積分法を扱うことが出来る

積分法

知　積分法を扱えるようになる

定積分

知　積分法を扱うことが出来る

〇〇〇 16思　積分法を考え、表現する 思　積分法を表現することが出来る

学　積分法を用いて課題を解決する 態　積分法を用いて課題を解決出来る

〇〇〇 16思　積分法を考え、表現する 思　積分法を表現することが出来る

学　積分法を用いて課題を解決する 態　積分法を用いて課題を解決出来る

入試問題演習 入試問題演習

知　数学Ⅲ全体の基礎を復習する

思　数学Ⅲ全体の問題を発展的に考察す

る

学　数学Ⅲの入試問題に意欲的に取り組

む

知　数学Ⅲ全体の基礎を復習できた

思　数学Ⅲ全体の問題を発展的に考察で

きた

学　数学Ⅲの入試問題に意欲的に取り組

んでいた

積分法と

その応用

知　積分法を扱えるようになる

積分法の応用

知　積分法を扱うことが出来る

期末考査

8

思 思

学 態

〇〇〇

知 知

〇〇〇

期末考査
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　

〇〇　

数研出版　基本と演習のテーマ　数学C

新編数学C　(数研出版)

補助教材

教科書

Y枠

数学Cの内容を学び、粘り強

く考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度、問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとする態度を

身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

数学Cの分野を用いて事象を

数式化し、数学的に解釈し、

数学的に表現・処理する技能

を身に付ける。

数学Cの発展的に考察する力

と、必要なものを判断する力

と、数学の式を用いて事象を

的確に表現する力を身に付け

る。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

数学について、数学の良さを

認識し積極的に数学を活用し

ようとする態度を身に付け、

問題を解決しようとする。

数学を活用して事象を論理的

に考察する力、事象の本質や

他の事象との関係を認識し、

表現できる力を身に付ける。

数学についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解

するし、活用できるようにな

る。

〇〇〇 10

知　位置ベクトルを扱えるようになる

思　位置ベクトルを考え、表現する

学　位置ベクトルを用いて課題を解決す

る

知　位置ベクトルを扱えるようになる

思　位置ベクトルを考え、表現する

学　位置ベクトルを用いて課題を解決す

る

中間考査

ベクトル
位置ベクトル

ベクトル方程式

ベクトル

知　空間ベクトルを扱えるようになる

空間ベクトル

空間座標

知　空間ベクトルを扱えるようになる

10思　空間ベクトルを考え、表現する 思　空間ベクトルを考え、表現する

学　空間ベクトルを用いて課題を解決す

る

学　空間ベクトルを用いて課題を解決す

る

複素数平面

知　複素数平面を扱えるようになる

複素数平面

極形式

知　複素数平面を扱えるようになる

〇〇〇 10思　複素数平面を考え、表現する 思　複素数平面を考え、表現する

学　複素数平面を用いて課題を解決する 学　複素数平面を用いて課題を解決する

期末考査

〇〇〇

教科・科目

担当者

2単位

3学年

大井晃史

対象学年

単位数

数学　・　数学C
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２学期

〇〇　

〇〇　

３学期

〇〇　

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

複素数平面

知　複素数平面を扱えるようになる

複素数平面

ド・モアブルの定理

知　複素数平面を扱えるようになる

〇〇〇 11思　複素数平面を考え、表現する 思　複素数平面を考え、表現する

学　複素数平面を用いて課題を解決する 学　複素数平面を用いて課題を解決する

〇〇〇 9思　複素数平面を考え、表現する 思　複素数平面を考え、表現する

学　複素数平面を用いて課題を解決する 学　複素数平面を用いて課題を解決する

中間考査

2次曲線

知　2次曲線を扱えるようになる

楕円

双曲線

知　2次曲線を扱えるようになる

複素数平面

知　複素数平面を扱えるようになる

複素数平面

ド・モアブルの定理

知　複素数平面を扱えるようになる

〇〇〇 10思　2次曲線を考え、表現する 思　2次曲線を考え、表現する

学　2次曲線を用いて課題を解決する 学　2次曲線を用いて課題を解決する

〇〇〇 10思　2次曲線を考え、表現する 思　2次曲線を考え、表現する

学　2次曲線を用いて課題を解決する 学　2次曲線を用いて課題を解決する

入試問題演習 入試問題演習

知　数学C全体の基礎を復習する

思　数学C全体の問題を発展的に考察する

学　数学Cの入試問題に意欲的に取り組む

知　数学C全体の基礎を復習できた

思　数学C全体の問題を発展的に考察でき

た

学　数学Cの入試問題に意欲的に取り組ん

でいた

2次曲線

知　2次曲線を扱えるようになる

媒介変数表示

知　2次曲線を扱えるようになる

期末考査

思 思

学 態

〇〇〇

知 知

〇〇〇

期末考査
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　

〇〇　

新課程リンク数学演習Ⅰ・A

なし

補助教材

教科書

５・６・７組１・２組

数学ⅠAの内容を学び、粘り

強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度、問

題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとする態度を

身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

数学ⅠAの分野を用いて事象

を数式化し、数学的に解釈

し、数学的に表現・処理する

技能を身に付ける。

数学ⅠAの発展的に考察する

力と、必要なものを判断する

力と、数学の式を用いて事象

を的確に表現する力を身に付

ける。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

数学について、数学の良さを

認識し積極的に数学を活用し

ようとする態度を身に付け、

問題を解決しようとする。

数学を活用して事象を論理的

に考察する力、事象の本質や

他の事象との関係を認識し、

表現できる力を身に付ける。

数学についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解

するし、活用できるようにな

る。

〇〇〇 10

２次関数 入試問題演習及び復習 〇〇〇 14

知　数と式の基礎を復習する

思　数と式を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　数と式の基礎を復習できた

思　数と式を発展的に考察することがで

きた

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

知　２次関数の基礎を復習する

思　２次関数を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

中間考査

数と式 入試問題演習及び復習

２次関数 入試問題演習及び復習

知　２次関数の基礎を復習できた

思　２次関数を発展的に考察することが

できた

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

知　２次不等式の基礎を復習する

思　２次不等式を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　２次不等式の基礎を復習できた

思　２次不等式を発展的に考察すること

ができた

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

〇〇〇 12

三角比 入試問題演習及び復習 〇〇〇 16

知　三角比の基礎を復習する

思　三角比を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　三角比の基礎を復習できた

思　三角比を発展的に考察することがで

きた

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

期末考査

教科・科目

担当者

3単位

3学年

大井晃史 大井晃史

対象学年

単位数

数学　・　演習数学Ⅰ



R6_年間単元計画_数学_演習数学Ⅰ.xlsx　年間授業計画 2／2

２学期

〇〇　

〇〇　

３学期

〇〇　

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

〇〇〇 10場合の数 入試問題演習及び復習

知　場合の数の基礎を復習する

思　場合の数を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　場合の数の基礎を復習できた

思　場合の数を発展的に考察することが

できた

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

確率 入試問題演習及び復習 〇〇〇 15

知　確率の基礎を復習する

思　確率を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　確率の基礎を復習できた

思　確率を発展的に考察することができ

た

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

〇〇〇 12

中間考査

図形の性質 入試問題演習及び復習

知　図形の性質の基礎を復習する

思　図形の性質を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　図形の性質の基礎を復習できた

思　図形の性質を発展的に考察すること

ができた

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

整数 入試問題演習及び復習 〇〇〇 12

知　整数の基礎を復習する

思　整数を発展的に考察する

学　入試問題に意欲的に取り組む

知　整数の基礎を復習できた

思　整数を発展的に考察することができ

た

学　入試問題に意欲的に取り組んでいた

知

〇〇〇

期末考査

入試問題演習 入試問題演習及び復習

知　数学ⅠA全体の基礎を復習する

思　数学ⅠA全体の問題を発展的に考察す

る

学　数学ⅠAの入試問題に意欲的に取り組

む

知　数学ⅠA全体の基礎を復習できた

思　数学ⅠA全体の問題を発展的に考察す

ることができた

学　数学ⅠAの入試問題に意欲的に取り組

んでいた

期末考査

4

思 思

学 態

〇〇〇

知
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知思態 配当時数

１学期

〇〇　

〇〇　

教科・科目

担当者

２単位

3学年

大井晃史

対象学年

単位数

数学・教養数学

〇〇〇 8

三角比 問題演習及び復習 〇〇〇 8

知　三角比の基礎を復習する

思　三角比を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　三角比の基礎を復習できた

思　三角比を発展的に考察することがで

きた

学　問題に意欲的に取り組んでいた

期末考査

中間考査

数と式 問題演習及び復習

２次関数 問題演習及び復習

知　２次関数の基礎を復習できた

思　２次関数を発展的に考察することが

できた

学　問題に意欲的に取り組んでいた

知　２次不等式の基礎を復習する

思　２次不等式を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　２次不等式の基礎を復習できた

思　２次不等式を発展的に考察すること

ができた

学　問題に意欲的に取り組んでいた

〇〇〇 6

２次関数 問題演習及び復習 〇〇〇 8

知　数と式の基礎を復習する

思　数と式を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　数と式の基礎を復習できた

思　数と式を発展的に考察することがで

きた

学　問題に意欲的に取り組んでいた

知　２次関数の基礎を復習する

思　２次関数を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

数学ⅠAの内容を学び、粘り

強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度、問

題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとする態度を

身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

数学ⅠAの分野を用いて事象

を数式化し、数学的に解釈

し、数学的に表現・処理する

技能を身に付ける。

数学ⅠAの発展的に考察する

力と、必要なものを判断する

力と、数学の式を用いて事象

を的確に表現する力を身に付

ける。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等

数学について、数学の良さを

認識し積極的に数学を活用し

ようとする態度を身に付け、

問題を解決しようとする。

数学を活用して事象を論理的

に考察する力、事象の本質や

他の事象との関係を認識し、

表現できる力を身に付ける。

数学についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解

するし、活用できるようにな

る。

チェックノート数学Ⅰ＋A　　

なし

補助教材

教科書

A選択
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２学期

〇〇　

〇〇　

３学期

〇〇　

指導目標　知=知識及び技能　思=思考力、判断力、表現力等　学=学びに向かう力、人間性等

評価規準　知=知識・技能　思=思考・判断・表現　態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

4

思 思

学 態

〇〇〇

知

整数 問題演習及び復習 〇〇〇 10

知　整数の基礎を復習する

思　整数を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　整数の基礎を復習できた

思　整数を発展的に考察することができ

た

学　問題に意欲的に取り組んでいた

知

〇〇〇

期末考査

問題演習及び復習

知　数学ⅠA全体の基礎を復習する

思　数学ⅠA全体の問題を発展的に考察す

る

学　数学ⅠAの入試問題に意欲的に取り組

む

知　数学ⅠA全体の基礎を復習できた

思　数学ⅠA全体の問題を発展的に考察す

ることができた

学　数学ⅠAの入試問題に意欲的に取り組

んでいた

確率 問題演習及び復習 〇〇〇 10

知　確率の基礎を復習する

思　確率を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　確率の基礎を復習できた

思　確率を発展的に考察することができ

た

学　問題に意欲的に取り組んでいた

〇〇〇 8

中間考査

図形の性質 問題演習及び復習

知　図形の性質の基礎を復習する

思　図形の性質を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　図形の性質の基礎を復習できた

思　図形の性質を発展的に考察すること

ができた

学　問題に意欲的に取り組んでいた

〇〇〇 8場合の数 問題演習及び復習

知　場合の数の基礎を復習する

思　場合の数を発展的に考察する

学　問題に意欲的に取り組む

知　場合の数の基礎を復習できた

思　場合の数を発展的に考察することが

できた

学　問題に意欲的に取り組んでいた


